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令和元年度 総合評価落札方式の運用方針（工事）　の新旧対照表

R1.12.25 P79

②技術提案

指定テーマ ○○工における品質管理 加算点

重要な項目 重要な項目は以下の通り
［重要な項目①］●●に配慮した××に関する工夫 ３０点
《提案１、提案２》 （判定方式）
［重要な項目②］上記の重要な項目①に該当するもの以外で指定
テーマに関して効果の見込める提案《提案３》

設定理由 本工事における○○○の施工については、施工後の△△に影響
を及ぼすため、品質管理に関する配慮が必要である。また、□□
における配慮も必要である。

当局標準案 特記仕様書、港湾工事共通仕様書、土木工事共通仕様書、港湾
請負工事積算基準、土木工事標準積算基準書、港湾工事安全施工
指針、土木工事安全施工技術指針を標準とする。

４）技術提案書の記載方法

８ 技術提案

入札説明書記載例

様式記載例

①、②「指定テーマ」、「重要な項目」
当該箇所には入札説明書に記載の「指定テーマ」、「重要な項目」
を様式に転記する。

③「提案○」 ※○は１、２、３のいずれか

当該箇所には、提案内容の即したタイトルを１行以内で記載する。
④「本工事の課題」

当該箇所には、工事内容、「指定テーマ」、「重要な項目」、「設定
理由」を踏まえ、本工事において発生が懸念される課題、課題に
着眼した理由について記載する。

⑤「技術提案の内容と効果」
「本工事の課題」で設定した課題の解決方策について、技術の採
用理由、適用時期、適用範囲、実施手順、効果等について具体
的に記載する。

⑥「新技術の活用」
「技術提案の内容と効果」に記載した中に新技術の活用がある
場合、記載する。

※ここでの新技術は、「新技術情報提供システム（NETIS）」、「港湾関連民間技術評価」、「建設技術審査証明」に登録された技術、または「国土技術開発賞」
を受賞した技術とする。評価制度の名称、認証機関、登録番号、有効期限（NETISの場合は掲載期限）、受賞年月日を記載すること。

①

②

③

④

⑤

⑥
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（別記様式－６－２）                                                               （用紙Ａ４縦） 

技術提案書(詳細) 

    工事名：平成○年度 ○○○○○○○○○○工事 
 

指定テーマ 

 

○○工における品質管理 

重要な項目① ●●に配慮した××に関する工夫   

提案１ 

 

【留意事項】 

・タイトルを１行以内で記載すること。（「技術提案書（概要）」と整合していること。） 

本工事の課題 【留意事項】 

・工事内容、設定理由等を踏まえ、本工事の課題、課題に着眼した理由について記載すること。 

技術提案の内

容と効果 

 

【留意事項】 

・「指定テーマ」及び「重要な項目」を踏まえた、「本工事の課題」で記載した課題の解決方策について、

技術の採用理由、時期、範囲、手順、効果等を具体的に記載すること。なお、提案は１つに限る。 

また、技術提案書（概要）に記載した内容と整合が取れていること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新技術の活用 

 

【留意事項】 上記技術提案に記載した中で適用がある場合に記載する。 

・「新技術情報提供システム（NETIS）」、「港湾関連民間技術評価」、「建設技術審査証明」に登録された

技術、または「国土技術開発賞」を受賞した技術の活用がある場合、評価制度の名称、認証機関、登録

番号、有効期限（NETISの場合は掲載期限）、受賞年月日等を記載すること。 

注１：提案１つにつき図・写真等も含め、Ａ４用紙（縦）・１ページ以内にまとめること。提案数については入札説明書で確認

すること。なお、規程枚数を超過した場合、超過部分については評価の対象としない。技術提案内容の補足説明の

追加も認めない。 

注２：技術提案書の文字サイズは１０ポイント以上、文字色は黒とし、装飾文字は使用しないこと。（図・写真等を除く） 

注３：技術提案を行なわない場合、本様式の提出は不要。 

注４：根拠として文献等を引用する場合、そのコピーを添付し引用箇所を明確にすること。なお、文献等のコピーについて

は、注１の規程枚数には含めなくてもよい。 

注５：「新技術の活用」については有効期限内であること。また、国土技術開発賞については受賞から５年以内であること。 

様式例（別記様式－４－２）                                                             （用紙Ａ４縦） 

技術提案書(詳細) 

    工事名：令和○年度 ○○○○○○○○○○工事 
 

指定テーマ 

 

○○○○○○○○に関する提案 

重要な項目① ○○○に関する提案   

提案１ 

 

【留意事項】 

・タイトルを１行以内で記載すること。（「技術提案書（概要）」と整合していること。） 

本工事の課題 【留意事項】 

・工事内容、設定理由等を踏まえ、本工事の課題、課題に着眼した理由について記載すること。 

 

技術提案の内

容・効果・実

施方法 

記載例 

○提案目的  (※１行以内で記述する) 

○提案する技術（工夫)  (※１行以内で記述する) 

  技術（工夫）１つ目：●●●●●●●● 

  （技術（工夫）２つ目：●●●●●●●●＜必要な場合に記載出来る＞） 

〇具体的な提案内容 

・提案内容の概要 

・見込まれる効果 

・実施方法           など 

 

【留意事項】 

・「指定テーマ」及び「重要な項目」を踏まえた、「本工事の課題」で記載した課題の解決方策について、

技術（工夫）の採用理由、提案内容の概要、見込まれる効果、実施方法（時期、範囲、手順など）等を具

体的に記載すること。 

・技術提案書（概要）に記載した内容と整合が取れていること。 

・原則、１提案内で提案できる技術（工夫）は１つとする。 

ただし、２つの技術（工夫）を組み合わせることで、技術提案の効果が高くなる場合に限り、１

提案内で提案できる技術（工夫）を２つとすることができる。なお、１提案内に技術（工夫）が３

つ以上含まれると判断される場合は、記載順に２つ目までの技術（工夫）を評価し、３つ目以降の

技術（工夫）は評価しない。 

また、評価対象とならなかった技術（工夫）についても実施義務が生じるので注意すること。 

 

 

 

 

新技術の活用 

 

【留意事項】 上記技術提案に記載した中で適用がある場合に記載する。 

・「新技術情報提供システム（NETIS）」、「港湾関連民間技術評価」、「建設技術審査証明」に登録された

技術、または「国土技術開発賞」を受賞した技術の活用がある場合、評価制度の名称、認証機関、登録

番号、有効期限（NETISの場合は掲載期限）、受賞年月日等を記載すること。 

注１：提案１つにつき図・写真等も含め、Ａ４用紙（縦）・１ページ以内にまとめること。提案数については入札説明書で確認

すること。なお、規程枚数を超過した場合、超過部分については評価の対象としない。技術提案内容の補足説明の

追加も認めない。 

注２：技術提案書の文字サイズは１０ポイント以上、文字色は黒とする。（図・写真等を除く） 

注３：技術提案を行なわない場合、本様式の提出は不要。 

注４：根拠として文献等を引用する場合、そのコピーを添付し引用箇所を明確にすること。なお、文献等のコピーについて

は、注１の規程枚数には含めなくてもよい。 

注５：「新技術の活用」については有効期限内であること。また、国土技術開発賞については受賞から５年以内であること。 

②技術提案

指定テーマ ○○工における品質管理 加算点

とおり重要な項目 重要な項目は以下の
［重要な項目①］●●に配慮した××に関する工夫 ３０点

《提案１、提案２》 （判定方式）
［重要な項目②］上記の重要な項目①に該当するもの以外で指定
テーマに関して効果の見込める提案《提案３》

設定理由 本工事における○○○の施工については、施工後の△△に影響
を及ぼすため、品質管理に関する配慮が必要である。

□□における上記以外で、指定テーマに関して効果の見込める
配慮 も必要である。等

当局標準案 特記仕様書、港湾工事共通仕様書、土木工事共通仕様書、港湾
請負工事積算基準、土木工事標準積算基準書、港湾工事安全施工
指針、土木工事安全施工技術指針を標準とする。

４）技術提案書の記載方法

８ 技術提案

入札説明書記載例
様式記載例

①、②「指定テーマ」、「重要な項目」
当該箇所には入札説明書に記載の「指定テーマ」、「重要な項目」
を様式に転記する。

③「提案○」 ※○は１、２、３のいずれか

当該箇所には、提案内容の即したタイトルを１行以内で記載する。
④「本工事の課題」

当該箇所には、工事内容、「指定テーマ」、「重要な項目」、「設定
理由」を踏まえ、本工事において発生が懸念される課題、課題に
着眼した理由について記載する。

⑤「技術提案の内容・効果・実施方法」
「本工事の課題」で記載した課題の解決方策について、技術（工
夫）の採用理由、提案内容の概要、見込まれる効果、実施方法
（時期、範囲、手順など）等について具体的に記載する。

⑥「新技術の活用」
「技術提案の内容・効果・実施方法」に記載した中に新技術の活用
がある場合、記載する。

※ここでの新技術は、「新技術情報提供システム（NETIS）」、「港湾関連民間技術評価」、「建設技術審査証明」に登録された技術、または「国土技術開発賞」
を受賞した技術とする。評価制度の名称、認証機関、登録番号、有効期限（NETISの場合は掲載期限）、受賞年月日を記載すること。

①

②

③

④

⑤

⑥
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更新日 頁 新旧

R1.12.25 P80

５）留意事項

〇別記様式 技術提案書（詳細） の留意事項

「指定テーマ」及び「重要な項目」を踏まえた、「本工事の課題」で記載した課題の解決
方策について、技術（工夫）の採用理由、提案内容の概要、見込まれる効果、実施方法
（時期、範囲、手順など）等を具体的に記載すること。

・技術提案書（概要）に記載した内容と整合が取れていること。
・原則、１提案内で提案できる技術（工夫）は１つとする。

ただし、２つの技術（工夫）を組み合わせることで、技術提案の効果が高くなる場合
に限り、１提案内で提案できる技術（工夫）を２つとすることができる。なお、１提案内に
技術（工夫）が３つ以上含まれると判断される場合は、記載順に２つ目までの技術（工
夫）を評価し、３つ目以降の技術（工夫）は評価しない。

また、評価対象とならなかった技術（工夫）についても実施義務が生じるので注意す

ること。

８ 技術提案
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更新日 頁 新旧

P81R1.12.25

○評価しない提案内容
・法令違反に該当するもの

・特記仕様書の内容と異なるもの
※図面に記載された内容（参考図除く）も該当する。

・指定された様式を外れて記載された部分のもの
（１提案につきＡ４で１枚、１０ポイントを外れる記載）

・指定テーマ、重要な項目に即していないもの

・「本工事の課題（別記様式４－２）」の内容に対し、提案内容が合っていないもの

・具体的な記載がなく、効果の有無が判断できないもの

・同様の技術提案が複数回記載されている場合、評価された順で２回目以降のもの
※例）同様の技術（同じ技術）を場所や時期等を変えて提案１、提案２で記載した場合は、

提案１に記載された技術のみ評価する。

・１提案内で記載順に３つ目以降の技術（工夫）

８ 技術提案
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更新日 頁 新旧

R1.12.25 P82

○評価しない提案内容
・１提案内で記載順に２つ目の技術（工夫）において、１つ目の技術と組み合わせて効果

が高くなると認められない場合の２つ目以降の技術（工夫）

・「オーバースペック等の理由により評価しない技術提案の事例」に該当するもの
※http://www.pa.cbr.mlit.go.jp/20/21/26/index.htmlに記載

・特記仕様書、共通仕様書、請負工事積算基準、工事安全施工指針等に示すものと同等
のもの

・他機関等との調整が必要となるもの
※海上保安部、港湾管理者、民間企業、漁業者等との調整、他工事との調整等

・提案の実施により新たな課題が生じるが、その課題解決についての具体的な記載がな
いもの
※例えば、精度確保（品質管理）に関する提案する場合、当該技術提案を実施すると標

準案と比較し安全面で問題が発生する可能性があるが、その安全確保のための解
決策が同提案内で未記載の場合。

・特記仕様書の工事内容に含まれない内容にかかるもの

・その他、適切と認められないもの

８ 技術提案
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